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概
算
要
求
締
め
切
り
を
控
え
８

月
下
旬
、
自
民
党
各
部
会
が
会
議

を
相
次
ぎ
開
催
し
て
い
る
。
２８
日

に
は
国
防
部
会
・
安
全
保
障
調
査

会
合
同
会
議
が
、
２９
日
に
は
総
務

部
会
関
係
合
同
会
議
が
開
か
れ
、

地
方
の
意
見
を
聴
取
し
た
。
２８
日

は
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
会
長
の
神
田
隆
彦
・
呉
市
議
会

議
長
ら
が
、
２９
日
は
本
会
会
長
の

佐
藤
祐
文
・
横
浜
市
議
会
議
長
と

神
田
基
地
協
会
長
が
出
席
し
た
。

国国
防防
関関
係係
のの
合合
同同
会会
議議

２８
日
の
合
同
会
議
に
は
、
基
地

協
か
ら
神
田
会
長
の
ほ
か
６
名
が

出
席
。
協
議
会
を
代
表
し
神
田
会

長
が
、
７
月
１
日
の
同
協
議
会
第

７９
回
理
事
会
で
決
定
し
た
要
望
に

基
づ
き
、
特
に
▽
防
衛
省
所
管
の

基
地
周
辺
対
策
経
費
▽
総
務
省
所

管
の
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

―
の
所
要
額
確
保
を
求
め
た
。
調

整
交
付
金
は
予
算
区
分
上
、
裁
量

的
経
費
に
位
置
付
け
ら
れ
、
１０
％

カ
ッ
ト
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

【
基
地
協
か
ら
の
出
席
者
】
▽
会

長
�
神
田
隆
彦
・
呉
市
議
長
▽
副

会
長
�
三
井
幸
雄
・
旭
川
市
議
長

▽
同
�
川
島
利
男
・
武
蔵
村
山
市

議
長
▽
同
�
西
村
昭
教
・
上
富
良

野
町
議
長
▽
相
談
役
�
舩
見
亮
悦

・
三
沢
市
議
長
▽
同
�
板
橋
衛
・

横
須
賀
市
議
長
▽
同
�
武
田
正
之

・
岩
国
市
議
長

概概
算算
要要
求求
締締
めめ
切切
りり
控控
ええ
自自
民民
党党
がが
各各
部部
会会

国
防
・
総
務
に
本
会
代
表
が
出
席

本本
会会
設設
置置
後後
初初
のの
総総
会会

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定
都
市

協
議
会
は
８
月
２２
日
、
新
潟
市
内

で
第
１
回
総
会
を
開
き
、
会
長
ほ

か
役
員
を
選
任
し
た
。
同
協
議
会

は
５
月
２１
日
、
本
会
の
第
１
９
１

回
理
事
会
で
▽
本
会
内
に
設
置
す

る
こ
と
▽
事
務
の
取
り
扱
い
は
本

会
事
務
局
で
行
う
こ
と
―
が
承
認

さ
れ
、
同
日
付
で
発
足
。
協
議
会

の
初
総
会
で
は
、
協
議
会
発
足
ま

で
活
動
し
て
い
た
「
指
定
都
市
議

長
会
」
の
名
称
も
残
し
、
指
定
都

市
市
長
会
と
連
携
す
る
場
合
に
は

議
長
会
名
で
活
動
す
る
こ
と
も
確

認
し
た
。
な
お
冒
頭
、
開
催
地
の

志
田
常
佳
・
新
潟
市
議
会
議
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
の
ち
、
浜
田
栄
治

・
副
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

【
協
議
会
役
員
一
覧
】
▽
会
長
�

橋
村
芳
和
・
京
都
市
議
長
▽
副
会

長
�
志
田
常
佳
・
新
潟
市
議
長
▽

監
事
�
太
田
康
隆
・
浜
松
市
議
長

▽
同
�
則
武
宣
弘
・
岡
山
市
議
長

総総
務務
関関
係係
のの
合合
同同
会会
議議

２９
日
の
合
同
会
議
で
は
、
本
会

を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
が

主
要
な
要
望
項
目
と
し
て
�
地
方

一
般
財
源
・
地
方
交
付
税
の
総
額

確
保
�
地
方
税
源
の
確
保
等
�
基

金
事
業
の
継
続
実
施
等
―
の
３
つ

を
掲
げ
、
自
民
党
所
属
の
国
会
議

員
に
対
し
理
解
を
求
め
た
。

�
の
要
望
は
平
成
２６
年
度
予
算

で
、
地
方
単
独
事
業
を
含
め
た
社

会
保
障
関
係
費
の
増
な
ど
、
地
方

の
財
政
需
要
を
地
方
財
政
計
画
へ

的
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら

い
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
地

域
間
格
差
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
な
か
、
地
方
交
付
税
の
持
つ

財
源
保
障
機
能
や
財
源
調
整
機
能

が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
地
財

計
画
中
の
歳
出
特
別
枠
を
当
面
は

維
持
す
る
な
ど
配
慮
を
求
め
た
。

�
の
要
望
で
は
、
２６
年
４
月
時

点
で
の
消
費
税
や
地
方
消
費
税
の

引
き
上
げ
実
現
を
図
る
た
め
、
着

実
に
経
済
状
況
の
好
転
を
図
る
こ

と
な
ど
を
求
め
た
。
�
の
要
望
で

は
、
２１
年
度
に
創
設
さ
れ
各
地
域

で
大
き
な
役
割
を
担
う
「
緊
急
雇

用
創
出
臨
時
特
例
基
金
」
が
２５
年

度
で
期
限
切
れ
と
な
る
た
め
、
基

金
の
継
続
実
施
な
ど
を
求
め
た
。

指定都市
協議会

９月５日現在の都市数
８１２団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４２市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1879号９月５日平成25年
（2013年）

橋村芳和・会長
（京都市）

本会会長の佐藤祐文・横浜市議長（中央）

基地協会長の神田隆彦・呉市議長（左）

神田・基地協会長が要望

（１） 平成２５年９月５日 第１８７９号
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
神
田
隆
彦
・
呉
市
議

会
議
長
）
は
８
月
２７
日
、
月
末
の

概
算
要
求
締
め
切
り
を
見
据
え
、

財
務
省
や
防
衛
省
の
ほ
か
基
地
関

係
国
会
議
員
ら
に
対
し
要
請
活
動

を
実
施
し
た
。
要
請
活
動
の
実
施

に
当
た
り
、
神
田
会
長
を
は
じ
め

副
会
長
と
相
談
役
の
１０
市
町
議
長

に
よ
る
実
行
運
動
班
�
下
掲
�
を

編
成
し
、
面
談
要
請
へ
臨
ん
だ
。⑥ ①

平成２６年度に向け概算要求で

基基地地対対策策関関係係予予算算
確確保保求求めめ要要請請活活動動
全国市議会議長会基地協議会⑦⑦ ②

当
日
は
要
請
活
動
に
先
立
ち
、

事
前
打
合
会
を
開
催
。
総
務
省
自

治
税
務
局
固
定
資
産
税
課
の
植
松

永
次
・
課
長
補
佐
、
防
衛
省
地
方

協
力
局
地
方
協
力
企
画
課
の
辻
吉

巳
・
政
策
企
画
室
長
を
招
き
、
平

成
２６
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て
説

明
を
聴
取
し
た
。
植
松
氏
と
辻
氏

の
両
名
は
、
予
算
確
保
に
困
難
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
協
議

会
に
対
し
協
力
を
求
め
た
。

８
月
８
日
に
閣
議
了
承
さ
れ
た

概
算
要
求
基
準
に
よ
る
と
、
義
務

的
経
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
当
初

予
算
を
上
限
と
し
て
予
算
要
求
が

可
能
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
裁
量

的
経
費
に
関
し
て
は
、
前
年
度
の

当
初
予
算
１３
・
２
兆
円
に
対
し
９０

％
を
上
限
に
予
算
要
求
す
る
よ
う

シ
ー
リ
ン
グ
が
設
け
ら
れ
た
。

総
務
省
所
管
の
調
整
交
付
金
は

予
算
区
分
上
、
裁
量
的
経
費
に
分

類
さ
れ
る
た
め
、
２５
年
度
予
算
比

で
１０
％
削
減
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
２６
年
度
の
予
算
確
保
に
向
け

た
見
通
し
は
不
透
明
な
状
況
。
同

協
議
会
の
重
点
要
望
事
項
に
掲
げ

る
基
地
・
調
整
両
交
付
金
の
所
要

額
確
保
に
向
け
、
今
年
度
も
強
く

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
両

交
付
金
と
あ
わ
せ
基
地
周
辺
対
策

経
費
な
ど
、
基
地
関
係
施
設
が
所

在
す
る
特
殊
な
財
政
需
要
を
賄
う

た
め
、
年
末
に
向
け
同
協
議
会
で

は
予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
。

【
実
行
運
動
班
】
▽
会
長
�
呉
市

▽
副
会
長
�
旭
川
市
▽
同
�
上
富

良
野
町
▽
相
談
役
�
三
沢
市
▽
同

�
横
須
賀
市
▽
同
�
須
田
毅
・
相

模
原
市
議
長
▽
同
�
大
谷
仁
・
大

和
市
議
長
▽
同
�
尾
関
善
之
・
舞

鶴
市
議
長
▽
同
�
岩
国
市
▽
同
�

長
野
孝
道
・
佐
世
保
市
議
長
（
１

面
掲
載
者
の
氏
名
は
省
略
）

⑧ ③

④⑨

⑩ ⑤

�
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
挨
拶
す

る
神
田
会
長
�
寺
田
稔
・
内
閣
府

副
大
臣
兼
復
興
庁
副
大
臣
�
北
村

誠
吾
・
自
民
党
副
幹
事
長
�
本
会

の
顧
問
も
務
め
る
二
之
湯
智
・
参

院
自
民
党
副
幹
事
長
�
事
前
の
打

ち
合
わ
せ
で
総
務
省
の
植
松
・
固

定
資
産
税
課
課
長
補
佐
と
防
衛
省

の
辻
・
地
方
協
力
企
画
課
政
策
企

画
室
長
が
予
算
要
求
関
係
で
説
明

�
右
か
ら
相
模
原
市
、
旭
川
市
、

上
富
良
野
町
、
寺
田
・
衆
議
院
議

員
、
山
口
俊
一
・
財
務
副
大
臣
、

横
須
賀
市
、
呉
市
、
佐
世
保
市
、

舞
鶴
市
、
三
沢
市
、
大
和
市
、
岩

国
市
�
左
藤
章
・
防
衛
政
務
官
	

溝
手
顕
正
・
参
院
自
民
党
議
員
会

長


今
津
寛
・
同
党
総
務
会
副
会

長
�
防
衛
省
内
で
谷
井
・
地
方
協

力
企
画
課
長
が
予
算
関
係
で
説
明

第１８７９号 平成２５年９月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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前
号
に
掲
載
予
定
だ
っ
た
「
市

議
会
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
結

果
」
を
今
号
に
掲
載
す
る
。
「
報

酬
調
査
」
の
掲
載
を
前
号
か
ら
見

送
っ
た
理
由
は
、
調
査
結
果
に
誤

り
が
あ
っ
た
た
め
。
既
に
本
紙
第

１
８
７
７
号
に
掲
載
し
た
「
定
数

調
査
」
に
も
訂
正
が
あ
る
た
め
、

「
報
酬
調
査
」
の
結
果
概
要
と
と

も
に
、
定
数
調
査
の
正
誤
表
も
今

号
に
掲
載
す
る
。
両
調
査
と
も
平

成
２４
年
１２
月
３１
日
時
点
の
全
国
８

１
１
市
区
を
対
象
と
し
回
収
率
は

１
０
０
％
。
な
お
、
本
会
Ｈ
Ｐ
に

「
定
数
調
査
」
の
正
誤
表
、
「
報

酬
調
査
」
の
訂
正
版
を
掲
載
済
み
。

市
議
会
議
員
報
酬
の
平
均

全
国
８
１
１
市
区
の
市
議
会
議

員
の
平
均
報
酬
月
額
の
状
況
は
表

�
の
と
お
り
。
「
議
長
」
「
副
議

長
」
「
議
員
」
と
３
区
分
に
分
け

て
平
均
報
酬
額
を
算
出
し
て
い

る
。
平
均
報
酬
月
額
は
そ
れ
ぞ
れ

▽
議
長
�
５１
・
２
万
円
▽
副
議
長

�
４５
・
２
万
円
▽
議
員
�
４１
・
７

万
円
―
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

区
分
ご
と
の
平
均
報
酬
を
前
年

の
調
査
結
果
（
２３
年
１２
月
３１
日
現

在
）
と
比
較
す
る
と
、
「
議
長
」

「
副
議
長
」
「
議
員
」
の
３
区
分

と
も
、
０
・
１
万
円
の
減
額
と
な

っ
た
。

報
酬
月
額
の
高
低

人
口
段
階
別
に
み
た
市
議
会
議

員
の
報
酬
月
額
で
は
「
議
長
」「
副

議
長
」
「
議
員
」
の
３
区
分
ご
と

の
各
市
の
最
高
額
、
最
低
額
を
調

査
し
た
。
「
議
長
」
区
分
で
の
最

高
額
は
「
５０
万
以
上
」
の
段
階
で

１
１
７
・
９
万
円
。
次
い
で
「
２０

〜
３０
万
未
満
」
の
段
階
で
９４
・
０

万
円
、
「
５
万
未
満
」
の
段
階
で

９３
・
１
万
円
と
続
く
。
最
低
額
は

「
５
万
未
満
」
の
段
階
で
２３
・
０

万
円
と
な
っ
た
。

「
副
議
長
」
区
分
で
は
、
「
５０

万
以
上
」
の
段
階
で
１
０
６
・
１

万
円
と
最
高
額
。
次
い
で
「
５
万

未
満
」
の
段
階
で
８１
・
５
万
円
、

「
２０
〜
３０
万
未
満
」
の
段
階
で
８０

・
２
万
円
。
最
低
額
は
「
５
万
未

満
」
の
段
階
で
２０
・
０
万
円
と
な

っ
た
。

「
議
員
」
区
分
の
最
高
額
は
、

「
５０
万
以
上
」
の
段
階
で
９５
・
３

万
円
、
次
い
で
「
４０
〜
５０
万
未
満
」

の
段
階
で
６８
・
７
万
円
、
「
２０
〜

３０
未
満
」
の
段
階
で
６７
・
０
万
円

と
な
っ
た
。
最
低
額
は
「
５
万
未

満
」
の
段
階
で
１８
・
０
万
円
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

市
議
会
議
員
の
報
酬
の
状
況

人
口
段
階
別
に
み
た
市
議
会
議

員
の
平
均
報
酬
月
額
は
表
�
の
と

お
り
。
「
議
長
」
「
副
議
長
」
「
議

員
」
の
各
区
分
と
も
「
５０
万
以
上
」

の
段
階
が
最
高
額
と
な
っ
て
い

る
。
表
�
を
み
る
と
、
平
均
報
酬

月
額
は
市
の
人
口
規
模
が
大
き
く

な
る
に
つ
れ
、
増
額
す
る
傾
向
が

読
み
取
れ
る
。

平
均
報
酬
月
額
を
前
年
度
と
比

較
す
る
と
「
５
〜
１０
万
人
未
満
」

「
１０
〜
２０
万
未
満
」
「
４０
〜
５０
万

未
満
」
「
５０
万
以
上
」
の
段
階
で

「
議
長
」
「
副
議
長
」
「
議
員
」

の
各
区
分
と
も
減
額
。
一
方
「
５

万
未
満
」
の
段
階
で
は
「
議
長
」

「
副
議
長
」
「
議
員
」
の
３
区
分

全
て
で
平
均
報
酬
が
増
額
。
「
２０

〜
３０
万
以
上
」
の
段
階
で
は
議
長

報
酬
が
、
「
３０
〜
４０
万
以
上
」
の

段
階
で
は
議
長
・
副
議
長
報
酬
が

前
年
度
と
比
べ
増
額
し
て
い
る
。

委
員
会
委
員
長
職

等
へ
の
報
酬
加
算

報
酬
加
算
に
関
し
て
は
▽
常
任

委
員
会
▽
議
会
運
営
委
員
会
▽
特

別
委
員
会
―
に
お
け
る
委
員
長
、

副
委
員
長
へ
の
加
算
状
況
を
調
査

し
た
。
委
員
長
へ
の
加
算
市
数
は

▽
常
任
委
�
２
１
４
団
体
▽
議
運

�
２
０
９
団
体
▽
特
別
委
�
５７
団

体
。
委
員
長
へ
の
平
均
加
算
額
は

▽
常
任
委
�
１
・
５
万
円
▽
議
運

�
１
・
５
万
円
▽
特
別
委
�
２
・

７
万
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

本
会
ま
と
め
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果

表①【正誤表】市議会議員定数に関する調査結果
（平成２４年１２月３１日現在）

「市議会議員定数に関する調査結果（平成２４年１２月３１日現
在）」に誤りがありましたので、次のとおり訂正いたします。

更新日

８月１９日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

８月２０日

誤

２５２

４，７２６

１８．８

２６９

６，０２７

２００２年６月

６，７００

６，７００

２０１０年３月

正

２５１

４，７０２

１８．７

２７０

６，０５１

２００７年４月

６６，７７４

６６，７７４

２０１０年１０月

訂正箇所
（２）表３
人口段階５万未満の
市数（市）
（２）表３
人口段階５万未満の
議員定数（人）
（２）表３
人口段階５万未満の
１市あたり平均（人）
（２）表３
人口段階５～１０万未
満の市数（市）
（２）表３
人口段階５～１０万未
満の議員定数（人）
表４
北海道小市の同条例
等の適用年月
表４
和歌山県紀の川市の
人口
表５
和歌山県紀の川市の
人口
表４
山口県岩国市の同条
例等の適用年月

頁

３

〃

〃

〃

〃

４

２０

２９

２２

表③ 人口段階別にみた市議会議員の平均報酬月額（調査対象：「８１１市区」）

平均報酬月額（万円）
対前年比較

議員

０．０３

０．０９

▲０．２０

▲０．５２

▲０．４１

▲０．８９

▲０．４９

▲０．８９

▲０．０３

▲０．０５

▲０．８１

▲１．２９

▲０．２４

▲０．３４

▲０．１１

▲０．２６

注）１．各平均報酬月額の数値は、十円単位を四捨五入している
２．伸び率（％）は、小数点第３位を四捨五入している

副議長

０．０６

０．１７

▲０．２３

▲０．５６

▲０．６６

▲１．３２

▲０．１４

▲０．２３

０．４７

０．７４

▲０．９２

▲１．３３

▲０．３９

▲０．４９

▲０．１２

▲０．２６

議長

０．０５

０．１２

▲０．２４

▲０．５１

▲０．８２

▲１．４７

０．１７

０．２５

０．６９

０．９８

▲０．８９

▲１．１７

▲０．５４

▲０．６１

▲０．１２

▲０．２３

金額
伸び率（％）

金額
伸び率（％）

金額
伸び率（％）

金額
伸び率（％）

金額
伸び率（％）

金額
伸び率（％）

金額
伸び率（％）

金額
伸び率（％）

平均報酬月額（万円）
（平成２３年１２月３１日現在）

議員

３２．６４

３８．５２

４６．０８

５５．０６

５８．９３

６２．７５

７０．８８

４１．８１

副議長

３５．１７

４１．３２

４９．８７

６０．８２

６３．８３

６８．９２

７９．７７

４５．３０

議長

４０．７４

４６．９８

５５．９３

６７．８３

７０．２４

７６．３９

８９．１４

５１．３１

市数

２５４

２６５

１６２

４５

２８

２１

３４

８０９

平均報酬月額（万円）
（平成２４年１２月３１日現在）

議員

３２．６７

３８．３２

４５．６７

５４．５７

５８．９０

６１．９４

７０．６４

４１．７０

副議長

３５．２３

４１．０９

４９．２１

６０．６８

６４．３０

６８．００

７９．３８

４５．１８

議長

４０．７９

４６．７４

５５．１１

６８．００

７０．９３

７５．５０

８８．６０

５１．１９

市数

２５１

２７０

１５７

４９

２８

２１

３５

８１１

区分

人口

５万未満

５～１０万
未満

１０～２０万
未満

２０～３０万
未満

３０～４０万
未満

４０～５０万
未満

５０万以上

全国平均

表② 全国「８１１市区」の市議会議員の平均報酬月額

議員報酬
（万円／月）

４１．７

４１．８

注）各平均報酬月額の数値は、百円単位を四捨五入している

副議長報酬
（万円／月）

４５．２

４５．３

議長報酬
（万円／月）

５１．２

５１．３

市数
（市）

８１１

８０９

区分

全国平均
平成２４年１２月３１日現在

全国平均
平成２３年１２月３１日現在

市市
議議
のの
報報
酬酬
月月
額額
はは
３３
年年
連連
続続
減減

（３） 平成２５年９月５日 第１８７９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
小
林
茂
裕
・
福
山
市
議
会
議

長
）
は
８
月
２０
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
第
９８
回
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。

当
日
は
、
平
成
２４
年
度
会
計
決

算
を
協
議
し
認
定
し
た
。
認
定
に

先
立
ち
、
５
月
２１
日
に
行
わ
れ
た

監
査
結
果
の
報
告
を
監
事
の
野
村

直
弘
・
一
宮
市
議
会
議
長
が
報

告
。
歳
入
・
歳
出
い
ず
れ
も
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
た
。
ま
た
会
議
で
は
、
２４
・
２５

年
度
同
研
究
会
調
査
テ
ー
マ
の

「
都
市
に
お
け
る
災
害
対
策
と
議

会
の
役
割
」
に
関
す
る
▽
現
地
調

査
結
果
▽
調
査
研
究
報
告
書
―
の

２
項
目
を
協
議
し
了
承
し
た
。
調

査
研
究
報
告
書
は
２６
年
２
月
１４
日

に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
る
第
９９

回
総
会
で
諮
ら
れ
、
最
終
的
に
決

定
さ
れ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
当
日
は
、
講
師
と
し

て
中
央
大
学
大
学
院
公
共
政
策
研

究
科
教
授
の
幸
田
雅
治
氏
が
「
都

市
に
お
け
る
災
害
対
策
と
議
会
の

役
割
」
と
題
し
講
演
し
た
。
幸
田

氏
は
大
規
模
災
害
に
関
し
▽
災
害

発
生
前
▽
応
急
▽
復
旧
▽
復
興
―

の
各
段
階
に
お
け
る
議
会
・
議
員

の
役
割
を
説
明
し
た
。

な
お
、
講
演
内
容
は
本
紙
９
月

１５
日
号
と
２５
日
号
の
２
回
に
わ
た

り
、
紙
面
へ
概
要
を
掲
載
す
る
。

都都
市市
のの
災災
害害
対対
策策
とと
議議
会会
のの
役役
割割

報
告
書
叩
き
台
を
協
議
の
ほ
か
講
演
も
―
都
市
研

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所

第３６回『都市問題』公開講座

市町村合併～その功罪を考える
（公財）後藤・安田記念東京都市研究所は「市町村合併～その

功罪を考える」と題して、第３６回「都市問題」公開講座を下記の
日程で開催します。
昭和の大合併以来、約半世紀ぶりに進められた平成の市町村合

併によって、全国の市町村数は半数程度に減少した。
地方分権の推進や少子・高齢化の進展、厳しい行財政などの社

会情勢の変化に対応することを目的として進められた合併だが、
市域全体の振興や地域間対立など、どのような夢と現実、課題が
あったのか。そして首長は、合併に際し何を考え決断し、まちづ
くりはどのように進められたのか。
平成の市町村合併のピークから概ね１０年を経過したいま、岡山

の地で当時の経過と地域の現状、今後の進展を熱く語り合います。
多数の方々のご参加をお待ちしております。

◇パネルディスカッション
＜パネリスト＞
石垣 正夫 氏（岡山県新見市長）
小寺 幸治 氏（株式会社山陽新聞社政治部副部長）
浜田 一義 氏（広島県安芸高田市長）
道上 正寿 氏（前岡山県西粟倉村長）
＜司会＞
新藤 宗幸 氏（後藤・安田記念東京都市研究所研究担当常務理事）
◆日時：平成２５年１０月１９日（土）１３：３０～１６：３０
◆場所：岡山県職員会館三光荘 アトリウム
（〒７０３－８２７８岡山市中区古京町１－７－３６）
◆参加費：無料
◆参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホームページから
（http : //www.timr.or.jp）
◆申込期限：平成２５年１０月１７日（木）※満席となり次第受付終了
◆問合わせ：後藤・安田記念東京都市研究所
研究室 ＴＥＬ：０３－３５９１－１２６１
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大
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大
学
院
教
授
が
講
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